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今
年
の
親
睦
旅
行
は
「
さ
わ

や
か
信
州
・
歴
史
と
文
化
を
訪

ね
る
旅
」
で
す
。

　

善
光
寺
・
北
向
観
音
の
両
参

り
と
ぴ
ん
こ
ろ
地
蔵
で
福
を
招

き
よ
せ
、
一
茶
館
や
小
布
施
で

文
化
に
接
し
、
生
島
足
島
神
社

と
海
野
宿
で
歴
史
を
感
じ
て
い

た
だ
く
と
い
う
盛
沢
山
な
趣
向

で
す
。
既
に
何
度
か
訪
れ
た
こ

と
が
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

再
訪
も
ま
た
楽
し
か
ら
ず
や
で

す
。
勿
論
、
温
泉
と
山
海
の
幸

も
楽
し
み
で
す
し
、
時
間
の
許

す
限
り
カ
ラ
オ
ケ
で
熱
唱
し
て

清友会親睦旅行案内
■ 日　程　11 月４日（火）～６日（木）
■ 会　費　40,000 円 
　　　　　　（旅行費 38,577 円・懇親費 1,423 円）
　　　　　　※２人部屋を４室用意しています。
　　　　　　※会費は出発日当日いただきます。
■ 宿　泊　戸倉上山田温泉 ホテル清風園
■ 集　合　新宿駅西口・安田生命ビル前
　　　　　 午前８時（※集合次第出発）
■ 行　程
　 １日目  新宿→生島足島神社（参拝）→（昼食）
　　　　　→北向観音→ホテル
　 ２日目  ホテル→善光寺（参拝）→小布施町（散
　　　　　策）→（昼食）→一茶ゆかりの里（見学）
　　　　　→ホテル
　 ３日目 ホテル→新田醸造（見学・試飲）→海
　　　　　野宿（散策）→ぴんころ地蔵（参拝）
　　　　　→（昼食）→練馬区役所付近→新宿

秋の親睦旅行
さわやか信州・
歴史と文化の旅

　

今
回
の
旅
行
企
画
は
、
裏
方
が

は
ら
は
ら
し
た
事
件
が
あ
り
ま
し

た
。
長
年
つ
き
あ
っ
て
き
た
旅
行

社
の
コ
ス
モ
が
企
画
立
案
過
程
で

倒
産
し
た
こ
と
で
す
。
幸
い
、ジ
ャ

パ
ン
ス
タ
ー
ト
ラ
ベ
ル
と
い
う
熱

心
な
旅
行
社
に
中
途
か
ら
参
入
し

て
も
ら
い
事
な
き
を
得
ま
し
た
。

　

旅
行
社
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、

①
全
行
程
バ
ス
利
用
、
②
同
じ
宿

に
連
泊
、
③
時
間
的
に
余
裕
を
持

た
せ
た
行
程
と
い
う
基
本
コ
ン
セ

プ
ト
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

日
程
は
11
月
４
日
～
６
日
の
２

泊
３
日
で
す
。
募
集
は
９
月
に
行

い
ま
す
。
皆
様
の
参
加
を
お
持
ち

し
て
い
ま
す
。

い
た
だ
き

ま
す
。

善光寺
（前立本尊御開帳）

北向観音海野宿
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７
月
15
日
に
定
期
総
会
後
初
め

て
の
幹
事
会
を
開
き
、
①
部
会
の

構
成
、
②
今
年
度
の
学
習
会
、
③

新
春
の
集
い
、
④
秋
の
親
睦
旅
行
、

⑤
秋
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
企
画

を
確
認
し
ま
し
た
。
今
年
の
秋
は

「
よ
く
遊
び
よ
く
学
び
」
で
頭
と
身

体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

■
部
会
の
構
成

◎
企
画
部
会　
（
部
会
長
）
戸
張　

　
（
部
員
）
岩
渕
、
古
口
、
渡
辺
、

　

植
草
、
庄
司
、
小
林
、
戸
枝

◎
旅
行
部
会　
（
部
会
長
）
柳　
　

　
（
部
員
）
山
岸
、
馬
鳥
、
吉
田
、

　

庄
司
、
小
林
、
戸
枝

１
月
31
日
の
土
曜
日
に
小
石
川
後

楽
園
涵
徳
亭
で
行
い
ま
す
。

■
秋
の
親
睦
旅
行

　

１
面
に
記
載
し
た
と
お
り
、
11

月
４
日
～
６
日
の
２
泊
３
日
で「
さ

わ
や
か
信
州
・
歴
史
と
文
化
を
訪

ね
る
」
旅
に
出
ま
す
。

■
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　

秋
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は「
神

田
川
・
日
本
橋
川
か
ら
船
で
み
る

江
戸
」
で
す
。
10
月
20
日
に
涼
し

第１回
幹事会

今
年
の
秋
は
よ
く
遊
び

よ
く
学
び
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

い
水
辺
廻

り
を
行
う

と
い
う
企

画
で
す
。今年から幹事に加わった

堀田会長
山岸会計監査　　　植草幹事

熱心に討議する幹事（7.15）

10
月
７
日
介
護
制
度
学
習
会
、
10
月
20
日

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
11
月
は
親
睦
旅
行

■
介
護
制
度
学
習
会

　

10
月
７
日
、
中
西
自
治
退
事

務
局
次
長
を
講
師
に
介
護
制
度

問
題
の
学
習
会
を
行
い
ま
す
。

改
正
後
の
医
療
・
介
護
保
険
制

度
が
私
た
ち
に
及
ぼ
す
影
響
と

今
後
の
課
題
を
学
び
ま
す
。

■
新
春
の
集
い

　

今
年
度
の
新
春
の
集
い
は
、

神田川・日本橋川
から船でみる江戸
空を覆う首都高が何とも残念な日本橋

お茶の水渓谷より駅と橋を見上げる東京のパナマ運河・扇橋閘門

10
月
20
日

チ
ャ
ー
タ
ー
船
で

涼
し
い
水
辺
廻
り

　

新
し
い
企
画
と
し
て
、
歴
史
や

平
和
を
考
え
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
行
う
こ
と
に
し
、
１
回
目
は
、

２
月
に
明
治
大
学
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
「
旧
陸
軍
登
戸
研
究
所
資
料

館
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

２
回
目
の
今
回
は
趣
向
を
変
え

て
、「
神
田
川
・
日
本
橋
川
か
ら
船

で
江
戸
～
東
京
の
歴
史
」
を
観
よ

う
と
い
う
、
涼
し
さ
一
杯
の
企
画

で
す
。

　

日
本
橋
た
も
と
の
船
着
き
場
を

出
発
し
、
日
本
橋
川
か
ら
神
田
川

を
廻
っ
て
橋
と
川
沿
い
の
歴
史
を

見
聞
し
、
隅
田
川
へ
出
て
小
名
木

川
に
入
り
東
京
の
パ
ナ
マ
運
河
・

扇
橋
閘
門
で
貴
重
な
体
験
を
す
る

と
い
う
コ
ー
ス
設
定
で
す
。

　

チ
ャ
ー
タ
ー
す
る
船
は
40
人
乗

り
の
予
定
で
す
。
船
上
で
は
飲
食

自
由
で
す
。
家
族
ぐ
る
み
の
参
加

大
歓
迎
で
す
。
10
月
20
日
、
日
本

橋
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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月
８
日
、
箱
根
路
開
雲
で
開
か
れ
た
東

京
清
掃
組
織
集
会
に
堀
田
会
長
が
参

加
し
会
を
代
表
し
て
挨
拶
。
▼
６
月
９

日
、
都
庁
退
親
睦
交
流
会
に
庄
司
事
務

局
長
、
馬
鳥
幹
事
、
小
泉
前
会
計
監
査

が
参
加
。
▼
６
月
12
日
、
戦
争
を
さ
せ

な
い
全
国
署
名
提
出
集
会
が
日
比
谷

野
外
音
楽
堂
で
行
わ
れ
３
名
参
加
。
▼

６
月
22
日
の
東
京
清
掃
主
催
狭
山
差

別
事
件
現
地
調
査
に
戸
枝
会
計
が
参

加
。
▼
６
月
26
日
、
清
掃
会
館
で
韓

国
清
掃
労
働
者
来
日
「
非
正
規
公
務

員
の
正
規
雇
用
化
報
告
集
会
」
が
行

わ
れ
５
名
参
加
。
▼
６
月
28
日
、
明

治
公
園
で
さ
よ
う
な
ら
原
発
☆
首
都

大
行
進
が
行
わ
れ
５
名
参
加
。
▼
７

月
１
日
、
第
２
回
三
役
会
。
▼
７
月

１
日
、
自
治
労
都
庁
職
で
都
庁
退
単

会
会
長
会
議
が
開
か
れ
庄
司
事
務
局

長
が
参
加
。
▼
７
月
14
日
、
堀
田
会

長
、
庄
司
事
務
局
長
、
戸
枝
会
計
が
東

京
清
掃
に
会
員
拡
大
対
策
等
を
要
請
。

＊
６
月
２
日
の
第
１
回

三
役
会
以
降
７
月
15
日

の
第
１
回
幹
事
会
ま
で

▼
６
月
５
日
～
６
日
、

自
治
退
都
本
部
学
習
会

が
箱
根
路
開
雲
で
開
か

れ
、
柳
副
会
長
、
庄
司

事
務
局
長
、
小
林
事
務

局
次
長
が
参
加
。
▼
６

退職者会
活動日誌

▼
７
月
15
日
、
第
３

回
三
役
会
。
同
日
、

第
１
回
幹
事
会
を
開

催
。▼
事
務
局
会
議
・

事
務
業
務
は
９
回
。

會
場
英
人
さ
ん
（
64
歳
）
逝
去

昨年の退職者送別会にて

　
　
　
　
　
　

退
職
者
会
員
の
會

場
英
人
さ
ん
が
７
月
８
日
に
亡
く

な
り
ま
し
た
。
療
養
の
た
め
再
任

用
を
辞
め
て
か
ら
わ
ず
か
１
年
３

か
月
、
64
歳
と
い
う
若
さ
で
し
た
。

　

會
場
さ
ん
は
73
年
に
入
都
、
江

東
工
場
、
東
品
川
作
業
所
、
墨
田

工
場
、
渋
谷
工
場
で
支
部
委
員
長
・

副
委
員
長
・
書
記
長
や
工
場
協
・

一
組
総
支
部
役
員
、
東
京
清
掃
本

部
会
計
監
事
等
を
歴
任
。
一
貫
し

た
原
則
的
な
姿
勢
と
優
し
い
人
柄

訃
報

が
人
を
魅
了
し
ま
し
た
。
今
年
の

正
月
に
元
気
な
声
を
聞
き
安
心
し

て
い
た
矢
先
の
訃
報
に
言
葉
も
あ

り
ま
せ
ん
。
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。

　

５
日
は
そ
れ
ぞ
れ
各
分
科
会
へ

参
加
。
夜
は
市
民
集
会
。
６
日
は

夜
半
か
ら
40
年
ぶ
り
と
か
の
大
雨
。

ダ
イ
イ
ン
は
で
き
ず
黙
祷
。
そ
の

後
小
雨
の
中
を
中
部
電
力
前
ま
で

デ
モ
。「
原
発
止
め
ろ
」
と
今
年
も

核
兵
器
も
原
発
も
一
瞬
で
生
活
を
奪
う

核
と
人
類
は
共
存
で
き
な
い

し
た
。
広
島
に
降
り
立
っ
た
ら
、

「
う
！
涼
し
い
」 

～
う
だ
る
よ
う
な

暑
さ
～
が
当
た
り
前
と
覚
悟
し
て

行
っ
た
の
で
拍
子
抜
け
。

　

４
日
夕
方
は
原
水
禁
世
界
大
会

の
開
会
式
。
今
年
の
原
水
禁
独
自

大
会
は
核
・
戦
争
の
な
い
世
界
と
、

脱
原
発
社
会
が
２
大
テ
ー
マ
。

　

今
年
、
被
爆
者
は
20
万
人
を
切

り
１
９
８
１
年
の
半
分
、
平
均
年
齢

も
80
歳
以
上
で
す
。
次
世
代
に
ど

う
伝
え
て
い
く
か
、
記
憶
を
風
化

頑
張
り
ま
し

た
。（
坂
東
）

　

な
お
、
広

島
に
は
庄
司

事
務
局
長
も

自
治
退
都
本

部
の
一
員
と

し
て
参
加
し

て
い
ま
す
。

（
編
集
子
）

核兵器廃絶1000万
署名にご協力ください

　原爆投下から 69 年。核兵器
廃絶は被爆国・日本国民の願
いです。しかし、世界には核
兵器が２万発近くもあります。
　2015 年４月の核兵器不拡散
条約再検討会議へ向け、原水禁・
旧核禁会議・連合は共同で「核
兵器廃絶署名」の取組みをはじ
め、自治体退職者会は全会員の
協力を呼びかけています。みな
さんのご協力をお願いします。

　

今
年
も
広

島
へ
市
民
運

動
の
仲
間
と

行
っ
て
き
ま

さ
せ
な
い
か
が
課
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

被
爆
者
の
池
田
精

子
さ
ん
（
被
爆
時
12

歳
）
や
、
原
水
禁
の

基
調
報
告
に
共
通
す

る
訴
え
は
「
一
人
一

人
は
微
力
で
も
、
み

ん
な
で
集
ま
れ
ば
大

き
い
力
と
な
れ
る
」

で
し
た
。

市民集会に参加し「核兵器廃
絶」を訴える長崎県の高校生
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集団的自衛権行使容認
閣議決定即時撤回！

戦
争
へ
の
道
を

許
さ
な
い

7.1 閣議決定当日の
首相官邸前抗議行動

閣議決定撤回 7.13 国会包囲行動

　

安
倍
政
権
は

７
月
１
日
、「
集

団
的
自
衛
権
の

行
使
容
認
」
を

閣
議
決
定
し
ま

し
た
。

　

歴
史
に
記
憶

さ
れ
る
日
に
な

条
解
釈
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
明

治
大
学
の
浦
田
教
授
は
「
集
団
的

自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
は

政
府
自
身
が
こ
れ
ま
で
説
明
し
て

き
た
解
釈
を
根
底
か
ら
葬
り
去
る

も
の
だ
。」
と
し
た
上
で
「
閣
議
決

定
は
国
会
を
拘
束
で
き
な
い
。
秋

の
日
米
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定
も

外
交
の
最
終

的
な
権
限
は

議
会
側
に
あ

る
。
国
会
審

議
と
結
合
し

た
市
民
運
動

の
役
割
は
極

め
て
重
要
。」

と
訴
え
ま
し

た
。
闘
い
は

ま
さ
に
こ
れ

か
ら
で
す
。

る
で
あ
ろ
う
こ
の
日
、
首
相
官
邸

前
と
国
会
周
辺
は
「
閣
議
決
定
！

絶
対
反
対
！
」「
勝
手
に
決
め
る

な
！
」
の
コ
ー
ル
で
埋
め
尽
く
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
高
校
生
等

若
い
人
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　

閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
関

連
法
案
整
備
等
闘
い
の
本
番
は
こ

れ
か
ら
で
す
。

　

７
月
31
日
に
開
か
れ
た
「
戦
争

を
さ
せ
な
い
１
０
０
０
人
委
員
会
」

主
催
の
集
会
で
、
政
府
の
憲
法
９

　

６
月
24
日
か
ら
27
日
に
か
け
て

韓
国
の
清
掃
労
働
者
15
人
が
来
日

し
ま
し
た
。
韓
国
全
国
の
各
都
市

の
清
掃
労
働
者
を
組
織
す
る
全
国

民
主
連
合
労
働
組
合
の
代
表
た
ち

で
す
。
日
本
で
言
え
ば
都
市
清
掃

で
す
が
、
連
合
体
で
は
な
く
単
一

組
合
で
す
。
ま
た
清
掃
だ
け
で
は

な
く
、
道
路
補
修
、
水
路
浚
渫
な

ど
の
作
業
を
行
う
労
働
者
も
含
み
、

民
間
の
労
働
者
も
一
緒
で
す
。

　

今
回
で
四
回
目
に
な
る
日
韓
清

掃
労
働
者
交
流
は
、
実
際
に
清
掃

作
業
を
し
て
い
る
草
の
根
の
労
働

共
に
多
く
の
発
見
と
学
び

第
四
次
日
韓
清
掃
労
働
者
交
流

　

26
日
に
は
官
製
ワ―

キ
ン
グ
プ

ア
ー
研
究
会
と
の
共
催
で
「
ソ
ウ

ル
市
の
非
正
規
公
務
員
の
正
規
雇

用
化
報
告
集
会
」
が
Ｓ
Ｋ
プ
ラ
ザ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
清
掃
を
中

心
と
す
る
１
３
６
７
人
の
非
正
規
公

務
員
が
正
規
化
を
勝
ち
取
っ
た
貴

重
な
経
験
が
報
告
さ
れ
、
韓
日
公

共
部
門
労
働
者
宣
言
が
決
議
さ
れ

ま
し
た
。
日
韓
双
方
に
と
っ
て
発

見
や
学
び
の
多
い
実
り
の
あ
る
交

流
な
の
で
、
次
は
ま
た
こ
ち
ら
か

ら
韓
国
を
訪
問
し
た
い
と
思
い
ま

す
。（
山
崎
精
一
）

者
交
流
で
あ
る
と
こ

ろ
に
特
色
が
あ
り
ま

す
。
今
回
も
葛
飾
清

掃
事
務
所
で
韓
国
側

の
２
名
が
実
際
に
収

集
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
練
馬
区
の

光
が
丘
四
季
の
香
小

学
校
で
の
環
境
学
習

に
参
加
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

練馬区で環境学習に参加

都庁の歓迎会でスクラム
都労連西川書記長　　　　　東京清掃吉田委員長

　都労連和田副委員長　公共清掃河津委員長
チョン・スンヨン委員長


